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CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

IPCC WGII AR6の見どころ＋⁉

① 観測された影響
✓気候変動影響は世界中ですでに顕在化している!?どこで何が生じているのか!?

✓【日本】影響が顕在化している!?

② 予測されるリスク
✓気候変動のリスクはどこで何がどの程度生じる⁉1.5℃を超えるとどうなってしまう!?

✓【日本】予測されている気候変動リスクは!?

③ 適応の推進
✓世界中で適応への取り組みが進んでいる⁉適応の効果は⁉

✓【日本】気候変動適応法、A-PLAT、気候変動影響評価報告書、気候変動適応計画
、適応の事例

④ レジリエントな開発
✓1.5℃を達成可能な開発とは⁉緩和と適応の統合とは⁉



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

気候変動と適応策

◼ 気候変動に対する２つの対策

出典： 温暖化から日本を守る 適応への挑戦，2012
3



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

気候変動適応とは

◼ 適応の定義
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⚫ 現実の気候または予想される気候及びその影響に対する

調整の過程．人間システムにおいて，適応は害を和らげ

もしくは回避し，または有益な機会を活かそうとする．

一部の自然システムにおいては，人間の介入は予想される

気候やその影響に対する調整を促進する可能性がある

➢ 気候変動による悪影響を軽減するのみならず，

気候変動による影響を有効に活用することも含む

出典： IPCC WGII AR5
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CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

IPCC 第２作業部会 第６次評価報告書 特集ページ
https://adaptation-platform.nies.go.jp/climate_change_adapt/ipcc/index.html
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CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

IPCC WGII AR6の見どころ＋⁉

① 観測された影響
✓気候変動影響は世界中ですでに顕在化している!?どこで何が生じているのか!?

✓【日本】影響が顕在化している!?

② 予測されるリスク
✓気候変動のリスクはどこで何がどの程度生じる⁉1.5℃を超えるとどうなってしまう!?

✓【日本】予測されている気候変動リスクは!?

③ 適応の推進
✓世界中で適応への取り組みが進んでいる⁉適応の効果は⁉

✓【日本】気候変動適応法、A-PLAT、気候変動影響評価報告書、気候変動適応計画
、適応の事例

④ レジリエントな開発
✓1.5℃を達成可能な開発とは⁉緩和と適応の統合とは⁉



https://www.ipcc.ch/site/assets/uploads/2018/03/figspm-1-2.gif



https://www.ipcc.ch/site/assets/uploads/2018/02/spm1-1.jpg



http://ipcc-wg2.gov/AR5/images/uploads/WG2AR5_SPM_FINAL.pdf
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CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

IPCC WGII AR6の見どころ＋⁉

① 観測された影響
✓気候変動影響は世界中ですでに顕在化している!?どこで何が生じているのか!?

✓【日本】影響が顕在化している!?

◼ 気候変動の観測・予測データ

<https://project.nies.go.jp/aplat_preview/html/map/observation.html>

◼ 各省庁の観測・統計

<https://project.nies.go.jp/aplat_preview/html/map/obs_stat.html>



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

農業分野への影響

11出典：農林水産省「平成30年地球温暖化影響調査レポート（令和元年10月）」https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/#温暖化レポート から抜粋

温暖化による農産物の生育障害や品質低下等の影響が顕在化

例年影響発生の報告が多い農畜産物

水稲

野菜 花き 畜産

うんしゅうみかん

果実肥大期から収穫期における
高温による着色不良・着色遅延
等

果実肥大期から収穫期の
高温・少雨による日焼け
果等

果実肥大期から収穫期の高
温、多雨による浮皮の発生
等

果樹

生育期から収穫期の高温によ
る不良果や生育不良等

乳用牛での夏期
の高温による斃
死、乳量・乳成
分の低下、繁殖
成績の低下、疾
病の発生等

白未塾粒の発生等

奇形花の発生等

https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/#温暖化レポート
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農業、森林・林業、水産業
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既に現れている木材生産(人工林等)への影響

• 日本の景観を特徴づける重要な樹種であるマツの枯損

• マツノザイセンチュウの被害による枯死木の分布が、青森県や岩手県内陸
にまで及んでいるとの報告

• 気温以外の要因も影響を与えるため、慎重な検証が必要

出典：環境省 気候変動の観測・予測・影響評価に関する統合2018～日本の気候変動とその影響～ (https://www.env.go.jp/press/105129.html)
東北林業試験研究機関連絡協議会森林保全部会 東北地方におけるマツ材線虫病とマツノマダラカミキリの分布変遷－2007 年度～2011 年度の分布変遷－
(https://www.ffpri.affrc.go.jp/pubs/bulletin/433/documents/433-9.pdf)
（写真） 森林総合研究所 林木育種センター マツノザイセンチュウ抵抗性品種 (https://www.ffpri.affrc.go.jp/ftbc/business/sinhijnnsyu/teikousei.html)

松枯れ被害の状況 マツノザイセンチュウ

気候変動影響



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

自然生態系
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既に現れている海洋生態系への影響

• 高水温の発生する頻度が高くなり、サンゴの白化が頻繁に発生

• 沖合・沿岸域では、水産生物の産卵場・索餌場・回遊経路が変化

• 浅場では、藻場・干潟の分布域や構成種の減少等、生息環境の変化

出典：環境省 気候変動の観測・予測・影響評価に関する統合レポート2018～日本の気候変動とその影響～ (https://www.env.go.jp/press/105129.html)
サンゴ大規模白化緊急対策会議 サンゴの大規模白化現象に関する緊急宣言 (https://www.env.go.jp/nature/coral/coral-bleaching/index.html)

（左写真）水産庁 サンゴ礁保全活動の手引き (https://www.jfa.maff.go.jp/j/gyoko_gyozyo/g_hourei/)
（右写真）水産庁 気候変動に対応した漁場整備方策に関するガイドライン (https://www.jfa.maff.go.jp/j/gyoko_gyozyo/g_hourei/)

サンゴの白化現象 海岸に大量に打ち上がった藻体

気候変動影響
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近年の日本で災害をもたらした気象事象

平成30年6月28日～7月8日

平成30年7月豪雨
（前線及び台風第7号による大雨等）

西日本を中心に全国的に拾い範囲で
記録的な大雨

平成30年2月3日～8日

強い冬型の気圧配置による大雪

北陸地方の平野部を中心に日本海側
で大雪

平成30年9月28日～10月1日

台風第24号による暴風・高潮等

南西諸島及び西日本・東日本の太平
洋側を中心に暴風。紀伊半島などで顕
著な高潮。

平成30年9月3日～5日

台風第21号による暴風・高潮等

西日本から北日本にかけて暴風。特に
四国や近畿地方で顕著な高潮。

平成30年1月22日～27日

南岸低気圧及び強い冬型の気
圧配置による大雪・暴風雪等

関東甲信地方や東北太平洋側の平野
部で大雪。日本海側を中心に暴風雪
。

令和元年9月7日～10日

令和元年房総半島台風（台風
第15号）による大雨、暴風等

千葉県を中心に記録的な暴風、大雨。
広範囲で大規模な停電が発生した。千
葉市で最大瞬間風速57.5メートル。

令和元年10月10日～13日

令和元年東日本台風（台風第19
号）による大雨、暴風等

記録的な大雨、暴風、高波、高潮。

令和元年8月26日～29日

前線による大雨

九州北部地方を中心に記録的な大雨
。

令和3年8月11日～8月19日

前線による大雨
西日本から東日本の広い範囲で大雨

総降水量が多いところで1200ミリを超えた

令和2年12月14日～12月21日

強い冬型の気圧配置による大雪

北日本から西日本の日本海側を中心
に大雪。群馬県みなかみ町藤原で期
間降雪量291センチ。関越道等で多数
の車両の立ち往生が発生。

令和3年7月1日～7月3日

7月1日から3日の東海地方・関
東地方南部を中心とした大雨

東海地方・関東地方南部を中心に大
雨。静岡県熱海市で土石流が発生。

出典：気象庁「災害をもたらした気象事例（平成元年～本年）」
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/index_1989.html

令和3年
令和2年
平成31年/令和元年
平成30年

令和２年7月3日～31日

令和2年7月豪雨
西日本から東日本、東北地方の広い範
囲で大雨。4日から7日にかけて九州で
記録的な大雨。球磨川など大河川での
氾濫が相次いだ。

令和２年9月4日～7日

台風第10号による暴風、大雨等

南西諸島や九州を中心に暴風や大雨。長
崎県野母崎で最大瞬間風速59.4メートル
。
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CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

令和元年台風19号
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出典：下記資料を基に国立環境研究所が作成。
気象庁「「平成30年7月豪雨」及び7月中旬以降の記録的な高温の特徴と要因について」https://www.jma.go.jp/jma/press/1808/10c/h30goukouon20180810.pdf
気象庁「台風第19号による大雨、暴風等」https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/2019/20191012/20191012.html
気象庁「特定期間の気象データ」https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/mdrr/periodstat/index.html
国土交通省「平成30年7月豪雨について」www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/shaseishin/kasenbunkakai/shouiinkai/r-jigyouhyouka/dai11kai/pdf/5-
1.shiryou.pdf

長時間の総降水量において、多くの観測地点で観測史上１位を更新。
12時間雨量は120地点、24時間雨量は103地点、48時間雨量は72地点で
観測史上1位を更新した
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自然災害・沿岸域分野：水害
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出典：内閣府「河川の氾濫や高潮など、水害からあなたの地域を守る、「水防」」
https://www.gov-online.go.jp/useful/article/201507/1.html

・毎年、全国のどこかで大雨によ
る河川の氾濫等水害が発生し
ている。

・全国1,741市区町村（平成
27年末）のうち、過去10年
の間（平成18年～27年）に
97％の市区町村で水害が発
生。

・半数近くの市町村
（47.7％）では、10年間に
10回以上の水害が発生

（資料：国土交通省作成）
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健康
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既に現れている熱中症死亡数の増加

• 熱中症は、温暖化との関連が強い影響の一つであり、近年における死亡
者数は増加傾向

• 日最高気温が30℃以上の真夏日の日数が多くなると、熱中症死亡数
も増加傾向

出典：下記資料を基に国立環境研究所が作成
環境省 気候変動の観測・予測・影響評価に関する統合レポート2018～日本の気候変動とその影響～ (https://www.env.go.jp/press/105129.html)
環境省 熱中症環境保健マニュアル2018 (https://www.wbgt.env.go.jp/heatillness_manual.php)
厚生労働省 都道府県別にみた熱中症による死亡数の前年比較～人口動態統計（確定数）より（https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/tokusyu/necchusho18/index.html）
気象庁 大雨や猛暑日など（極端現象）のこれまでの変化（https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/extreme/extreme_p.html）

年次別男女別熱中症死亡数
(1990～2018年)
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既に現れている感染症媒介蚊の北上

• 昆虫やダニによって媒介される感染症は気候変化の影響を受けやすい

• 気候や環境変化を介した影響は、様々な要因も作用、地域差も大きい

• ヒトスジシマカの生息域の北限は1950年以降北上を続け、
2016 年には青森県に達しており、デング熱等のリスクを増加

東北地方における
ヒトスジシマカの生息域北限の推移

（2017 年）

環境変化が感染症に及ぼす影響
環境変化 症例 影響の経路

ダム、運河、灌漑 住血吸虫症 ↑宿主となる巻貝の生息地、人との接触

マラリア ↑蚊の繁殖地

蠕虫症 ↑湿った土壌を介した幼虫との接触

河川盲目症 ↓黒バエの繁殖　↓病気

農業集約化 マラリア 農薬と↑媒介生物の抵抗力

ベネズエラ出血熱 げっ歯類の個体数、接触

都市化、都市の過密化 コレラ ↓公衆衛生と保健衛生↑水質汚染

デング熱 集水ゴミ、↑ネッタイシマカの繁殖地

皮膚リーシュマニア症 ↑近接性、媒介となるサシショウバエ

森林伐採と新しい繁殖地 マラリア ↑繁殖地と媒介者、感染しやすい人の移住

オロプシュ熱 ↑接触、媒介者の繁殖

内臓リーシュマニア症 ↑媒介となるサシショウバエとの接触

森林再生 ライム病 ↑宿主となるダニ、屋外での曝露

海洋温暖化 赤潮 ↑有毒藻類の増殖

降水量の増加 リフトバレー熱 ↑蚊の繁殖する水たまり

ハンタウイルス肺症候群 ↑げっ歯類の食物、生息地、個体数

健康
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出典：環境省 気候変動の観測・予測・影響評価に関する統合レポート2018～日本の気候変動とその影響～ (https://www.env.go.jp/press/105129.html)
駒形修, 2017：特集地球温暖化と節足動物媒介性感染症を考える「 気温上昇がヒトスジシマカの分布に与える影響」,JVM 獣医畜産新報, Vol.70, No.6, p.413-417.
（左図）WHO 「Climate change and human health risks and responses」より環境省作成、（右図）国立感染症研究所
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産業・経済活動
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既に現れている観光業への影響

• 自然資源（森林、雪山、砂浜等）を活用したレジャーに対して、
場・資源の消失や減少、活動に適した期間の変化

• 積雪深が減少してスキー場の営業に影響

• 海面上昇により砂浜が減少することで海岸部のレジャーに影響

出典：気象庁 気候変動監視レポート2016 (https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/monitor/index.html)
（右図）環境省 気候変動の観測・予測・影響評価に関する統合レポート2018～日本の気候変動とその影響～ (https://www.env.go.jp/press/105129.html)
大田原望海, 大西暁生, 佐藤嘉展, 佐尾博志, 森杉雅史 「地球温暖化による積雪量の変化がスキー場の営業に及ぼす影響－富山県を対象として－」

富山県のスキー場の例

21 世紀末に年平均気温が、現在
よりも約3℃上昇するシナリオを用い
た場合の計算結果

• 積雪量の変化により、21世紀末
にはスキー場の来客数や営業利
益が減少

• スキー場によっては、十分な積雪
量がないために営業期間を短縮

現在と将来における積雪量の違いに
基づく来客数の推計
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産業・経済活動
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既に現れているサプライチェーンを通じた国内への影響

• 2011年のチャオプラヤ川（タイ国）の洪水が、現地の日系企業に被害

• ハードディスクのサプライチェーンを通じて日本企業に3,150億円の損失

出典： 川崎昭如, 小森大輔, 中村晋一郎, 木口雅司, 西島亜佐子, 沖一雄, 沖大幹, 目黒公郎 「2011年タイ王国チャオプラヤ川洪水における緊急災害対応‐政府機関の組織間連携と情報共有に着目して-」
（左写真）国土交通省 「水害レポート 2011」（平成 24 年 5 月）（https://www.mlit.go.jp/river/pamphlet_jirei/bousai/saigai/kiroku/pdf/suigai2011.pdf）
（右写真）国土交通省 タイ国ロジャナ工業団地の浸水状況（http://www.mlit.go.jp/river/bousai/main/saigai/kisotishiki/index3.html）

タイ国チャオプラヤ川で発生した大洪水による影響
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国民生活・都市生活
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• 短時間強雨や渇水の頻度の増加、強い台風の増加等が進めば、インフ
ラ・ライフライン等に影響が及ぶことが懸念される

• サクラ、カエデ、セミ等の動植物の生物季節の変化について報告がされて
おり、サクラを観光資源とする地域への影響が予測されている

出典：気候変動適応計画（http://www.env.go.jp/earth/tekiou.html）
（左写真）災害写真データベース 寺内ダム周辺被災現場（平成29年7月九州北部豪雨）（http://www.saigaichousa-db-isad.jp/drsdb_photo/photoSearch.do）
（右写真）環境省 皇居外苑ニュース 千鳥ヶ淵公園（半蔵門公園）の桜（https://www.env.go.jp/garden/kokyogaien/news/2016/03/post_169.html）
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国民生活・都市生活
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既に現れている文化・歴史などを感じる暮らしへの影響

• サクラの開花が早まる傾向やカエデの紅（黄）葉日が遅くなる傾向

• サクラの開花日は、全国58 観測地点の平均で10 年あたり1日の割合
で早くなっている

• サクラまつり等の関連したイベントは、開催時期の変化により、観光客の
入込数や営業収入の減少

出典：環境省 気候変動の観測・予測・影響評価に関する統合レポート2018～日本の気候変動とその影響～ (https://www.env.go.jp/press/105129.html)
桜井良, 小堀洋美, 2012：地球温暖化に対する弘前さくらまつり関係者の意識. 人間と環境, 38(3), p.25-28.
丸岡知浩, 伊藤久徳, 2009：わが国のサクラ（ソメイヨシノ）の開花に対する地球温暖化の影響. 農業気象, 65(3), p.283-296.
（左図・右図）気象庁 気候変動監視レポート2016 (https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/monitor/index.html)

カエデの紅（黄）葉の経年変化
（1953～2016 年）

サクラの開花日の経年変化
（1953～2016 年）
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CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

IPCC WGII AR6の見どころ＋⁉

① 観測された影響
✓気候変動影響は世界中ですでに顕在化している!?どこで何が生じているのか!?

✓【日本】影響が顕在化している!?

② 予測されるリスク
✓気候変動のリスクはどこで何がどの程度生じる⁉1.5℃を超えるとどうなってしまう!?

✓【日本】予測されている気候変動リスクは!?

③ 適応の推進
✓世界中で適応への取り組みが進んでいる⁉適応の効果は⁉

✓【日本】気候変動適応法、A-PLAT、気候変動影響評価報告書、気候変動適応計画
、適応の事例

④ レジリエントな開発
✓1.5℃を達成可能な開発とは⁉緩和と適応の統合とは⁉



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

IPCC WGII TAR

24https://www.ipcc.ch/site/assets/uploads/2018/03/figspm-2-1.gif



https://www.ipcc.ch/site/assets/uploads/2018/02/spm2-1.jpg
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IPCC WGII AR5
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https://www.slideshare.net/IPCCGeneva/fifth-assessment-report-working-group-ii-presentation
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CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

IPCC WGII AR6の見どころ＋⁉

② 予測されるリスク
✓気候変動のリスクはどこで何がどの程度生じる⁉1.5℃を超えるとどうなってしまう!?

✓【日本】予測されている気候変動リスクは!?

◼将来予測、影響評価に関する研究成果

<https://project.nies.go.jp/aplat_preview/html/webgis/index.html>

◼気候変動影響評価

<https://adaptation-platform.nies.go.jp/plan/government/ccia.html>

◼アジアの気候変動リスク

<https://a-plat.nies.go.jp/ap-plat/asia_pacific/index.html>



出典：国土交通省気候変動を踏まえた治水計画に係る技術検討会 第5回資料
https://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/chisui_kentoukai/dai05kai/05_dai5kai_henkabairitunosettei.pdf

将来予測

28
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出典：気候変動適応情報プラットフォーム「全国・都道府県情報」
http://a-plat.nies.go.jp/webgis/index.html

熱中症搬送者数は増加傾向

RCP2.6
（厳しく温暖化対策を実施）
・21世紀半ば：1.72倍
・21世紀末：1.79倍

RCP8.5
（ほぼ温暖化対策を実施せず）
・21世紀半ば：1.72倍
・21世紀末：4.45倍

21世紀半ば
2031-2050年

21世紀末
2081-2100年RCP2.6

RCP8.5

全国における熱中症搬送者数（人）

年 平成27
年

平成28
年

平成29
年

平成30
年

令和
元年

期間 5/1-9/30

全国 55,852 50,412 52,984 95,137 71,317

※https://www.fdma.go.jp/disaster/heatstroke/post1.html

CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

気候変動影響（健康）

◼ 様々な分野における将来予測

される影響（MIROC5）
（基準期間1981-2000年との比）
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CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

気候変動影響（コメ収量：RCP8.5，MIROC5 ，2081-2100）

30

http://www.nies.go.jp/whatsnew/2014/20140317/20140317.html

品質重視；適応なし（現行
品種，現行移植日）

30

品質重視；適応あり～0.5倍

0.5～1.0倍

1.0～2.0倍
2.0倍～

変化なし

※適応あり：高温による品質低下リス
クが低く且つ可能な限り高収量となる
移植日を採用した場合の，品質が良い
（と考えらえれる）収穫物のみを集計し
た収量（現行品種による算定結果）



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

気候変動影響評価報告書（2020年12月17日）

3131出典：環境省資料31



Asia-Pacific countries

• AP-PLATは，科学的知見に基づいたアジア太平洋地域の途上国における適
応計画の策定・実施を支援するための情報基盤．2019年6月に正式に公開．

• AP-PLATが担う３つの主な機能
1. 情報基盤整備：気候変動や影響予測に関する科学的データの提供

2. 支援ツール：簡易モデル，リスクマップ，優良事例等による適応支援

3. 人材育成：関係者との協働でのデータセット開発，専門家派遣

MOEJ Bilateral 
Projects

Adaptation 
Business

National 
Adaptation 

Plan

Climate Risk Information

Scientific 
knowledge

Information/tools on
contribution
via AP-PLAT

Adaptation Planning

Implementation

Capacity Building

https://ap-plat.nies.go.jp/

CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

アジア太平洋気候変動適応情報プラットフォーム（AP-PLAT）

32

AP-PLAT立ち上げ表明式（2019年6月16日，長野県）
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CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

IPCC WGII AR6の見どころ＋⁉

③ 適応の推進
✓世界中で適応への取り組みが進んでいる⁉適応の効果は⁉

✓【日本】気候変動適応法、A-PLAT、気候変動影響評価報告書、気候変動適応計画
、適応の事例

◼ 世界の適応ニュース

<https://a-plat.nies.go.jp/world-news/jp/index.html>

◼ 国際対応の動向（COP26）

<https://adaptation-platform.nies.go.jp/plan/government/international.html>

◼ KE4CAPイベント「気候変動適応に関する意見交換会：ヨーロッパー日本」

<https://adaptation-platform.nies.go.jp/archive/conference/20210629/index.html>

◼ 適応プラットフォーム国際会議

<https://adaptation-platform.nies.go.jp/archive/conference/20191128/index.html>

<https://adaptation-platform.nies.go.jp/archive/conference/20181203/index.html>
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CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

IPCC WGII AR6の見どころ＋⁉

③ 適応の推進
✓世界中で適応への取り組みが進んでいる⁉適応の効果は⁉

✓【日本】気候変動適応法、A-PLAT、気候変動影響評価報告書、気候変動適応計画
、適応の事例



➢国、地方公共団体、事業者、国民が気候変動適応の推進のため担うべき役割を明確化。
➢国は、農業や防災等の各分野の適応を推進する気候変動適応計画を策定（H30年11月27日閣議決定）。その進展
状況について、把握・評価手法を開発。

➢環境省が、気候変動影響評価をおおむね５年ごとに行い、その結果等を勘案して計画を改定。

１．適応の総合的推進

２．情報基盤の整備 ３．地域での適応の強化

➢適応の情報基盤の中核として国立環境研究所を
位置付け。

各分野において、信頼できるきめ細かな情報に基づく効果的な適応策の推進

農
林

水
産
業

水
環
境
・

水
資
源

自
然

生
態
系

自
然
災
害

健
康

産
業
・

経
済
活
動

国
民
生
活

４．適応の国際展開等

➢ 国際協力の推進。

➢ 事業者等の取組・適応ビジネスの促進。

➢都道府県及び市町村に、地域気候変動適応計画策定の
努力義務。

➢地域において、適応の情報収集・提供等を行う体制（地
域気候変動適応センター）を確保。

➢広域協議会を組織し、国と地方公共団体等が連携して地
域における適応策を推進。

「気候変動適応情報プラットフォーム」（国立環境研究所サイト）
の主なコンテンツ

http://www.adaptation-platform.nies.go.jp/index.html

コメの収量
の将来予測

砂浜消失率
の将来予測

＜対象期間＞
21世紀末（2081
年～2100年）
＜シナリオ＞
厳しい温暖化対
策をとった場合
(RCP2.6)

※品質の良いコメの収量

将来影響の科学的知見に基づき、
・高温耐性の農作物品種の開発・普及
・魚類の分布域の変化に対応した漁場の整備
・堤防・洪水調整施設等の着実なハード整備
・ハザードマップ作成の促進
・熱中症予防対策の推進 等

CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

気候変動適応法の概要
[平成三十年法律第五十号]
平成30年６月13日公布
平成30年12月1日施行

35



国の調査研究機関

大学，
地域の研究機関等

大学

地域の
研究機関等

国民

各地域（都道府県等）

研究機関との
協力体制構築

政府

地方公共団体

住民企業 地域の企業

情報収集・整理・分析

調査研究・技術開発

気候変動適応情報
プラットフォーム

A-PLAT

国立環境研究所
気候変動適応センター

地域気候変動
適応センター

情報収集・整理
・分析・提供情報・成果

技術的助言 地域研究
機関

協力体制

36

CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

社会課題解決やイノベーション創出

①産官学金市民などステークホルダーとの協働



https://adaptation-platform.nies.go.jp/index.html

＜サイトマップ＞

＜メニューバー＞

https://adaptation-platform.nies.go.jp/index.html


HOME > 地域の適応

https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/index.html

https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/index.html


➢ 全国各地の適応策、適応計画、地域適応センターのインタビューを掲載

◇取り組み事例インタビュー HOME > 地域の適応 > 取り組み事例インタビュー
https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/index.html

39

https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/index.html


➢ 気候変動適応策の事例集
➢ 国や自治体、その他事業者等による適応の取組事例を紹介。
➢ 国内及び海外における７分野の適応策事例が閲覧可能。

HOME > データ・資料> 適応策データベース
https://adaptation-platform.nies.go.jp/db/measures/index.html#everything

＜適応を考慮したロッテルダムの街づくり＞

適応策事例：表示例

地域の適応＞適応策データベース 40

◇適応策データベース

https://adaptation-platform.nies.go.jp/db/measures/index.html#everything


CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

農業、森林・林業、水産業

41

りんご日焼け果の発生軽減技術の導入推進

• りんごの日焼け果対策として、わい化栽培ほ場に細霧冷房装置を導入し、
その経済的効果を検証

• 日焼け果の発生が半分以下に抑制され、10ａあたり年間約３万円の増
収が試算される、現在は普及段階

出典：農林水産省 令和元年地球温暖化影響調査レポート （https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/attach/pdf/index-96.pdf) 

導入した装置による細霧処理状況細霧冷房装置のイメージ



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

農業、森林・林業、水産業

42出典：農林水産省 令和元年地球温暖化影響調査レポート （https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/attach/pdf/index-96.pdf) 

ウコン甘柿（品種：早秋）

地球温暖化に対応した果樹・野菜・牧草の適応性調査

• これまで山形県での栽培が困難と考えられていた果樹、野菜、牧草について、
栽培可能な暖地の作物等をスクリーニングするための調査を実施

• もも、すももの品種比較試験、甘柿の生産性調査、庄内地域におけるかん
きつ等常緑果樹の適応性調査、置賜地域におけるウコン栽培調査、飼料
穀物の自給に向けた、秋播き・夏播き作物の二毛作体系の実証



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

農業、森林・林業、水産業
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松くい虫防除の取り組み (岩手県)

• 県、町、森林所有者、森林総研東北支所、森林管理署で
松くい虫防除を目的とした民国連携による森林整備協定を締結

• 被害先端地の北側にアカマツの空白地帯となる、防除帯森林の整備

• 予防と駆除を組み合わせた防除帯の効果に地域の期待は大きい

出典：東北森林管理局 盛岡森林管理署 岩手町横断松くい虫防除帯森林整備推進協定の締結について（https://www.rinya.maff.go.jp/tohoku/syo/morioka/pdf/matukuikyoutei.pdf）
（写真・図）林野庁 民国連携による「松くい虫防除帯森林」の造成について（https://www.rinya.maff.go.jp/j/gyoumu/gijutu/kenkyu_happyo/attach/pdf/H29_happyo-6.pdf）

松くい虫激害の森林 協定エリア
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CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

大雨の時に水を貯める工夫

鶴見川流域にある新横浜公園（神奈川県）は、多目的遊水地の中に整備されており、
平常時は公園として利用され、洪水時には治水施設としての役割を果たす

出典：A-PLAT適応策データベース「鶴見川多目的遊水地の中にある新横浜公園」 https://adaptation-platform.nies.go.jp/db/measures/report_043.html
国土交通省関東地方整備局京浜河川事務所、令和元年10月16日（水）記者発表資料「鶴見川多目的遊水地で台風１９号の洪水を貯留～運用開始以降、３番目の洪水量を貯留～」
http://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000758712.pdf

⇒鶴見川の水位上昇時、一時的に河川の
水を引き込み、洪水の一部を溜めることで
下流域への洪水被害を低減

⇒公園内にある日産スタジアムは、千本以上
の柱の上に乗る形で建設されており、洪水
時にはスタジアムの下にも貯水が可能

鶴見川多目的遊水地

令和元年台風19号による大雨で鶴見川の水位上昇の際も約94万ｍ３の洪水を一時的に貯留

https://adaptation-platform.nies.go.jp/db/measures/report_043.html
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CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

手戻りの少ない施設の設計

将来のゲートの規模を考慮した
門柱の高さ

○施設の整備にあたっては，設計段階で幅を持った外力を想定し，改造等が容易な構造形式
の選定や，追加的な補強が困難な基礎部等をあらかじめ増強しておくなど，外力の増大に柔
軟に追随できるような設計が重要

海面水位上昇に対する水門設計での対応イメージ

計画高潮位
計画高水位

ゲートの規模が変わることに伴う巻き上
げ機等の改造

ゲートの規模が変わることに伴う
ゲート等の改造

海側 河川側

海面水位の上昇

【将来対応】

【あらかじめ対応】

【あらかじめ対応】
【将来対応】

将来のゲートの規模を考慮し
た基礎

出典：愛知県HP日光川水閘門改築事業について を改編
http://www.pref.aichi.jp/soshiki/kasen/0000032918.html
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CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

自然災害・沿岸域（地域の適応）
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自然災害・沿岸域

47

災害リスクを考慮した住まい方の工夫

• 施設整備等のハード対策から、住民への情報提供や情報伝達の訓練
等のソフト対策まで、さまざまな対策が必要

• 床上浸水の頻度が高い地域など、災害リスクの高い地域を提示

⇒災害リスクの低い地域への居住や都市機能の誘導を促す

出典：国土交通省 国土交通省気候変動適応計画 (https://www.mlit.go.jp/common/001264212.pdf)
（図）国土交通省 国土交通省気候変動適応計画 参考資料（http://www.mlit.go.jp/common/001111531.pdf）
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気候リスク管理の事例
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大成建設株式会社 【建設業】

夏季の熱中症対策

• 暑さ指数（WBGT値：湿球黒球温度）に伴う注意喚起等，作業環境管理
を実施

• 従業員の「暑熱順化」の対策等，作業管理を実施

• 熱中症予防に関する普及啓発等，従業員の健康管理を実施

出典：気候変動適応情報プラットフォーム(A-PLAT) 大成建設株式会社 -夏季の熱中症対策-
（https://adaptation-platform.nies.go.jp/private_sector/database/riskmgmt/report_013.html）

社員用空調ファン付き作業服 熱中症対策の各種啓発ポスター

⑤健康
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気候リスク管理の事例
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三千櫻酒造株式会社 【製造業】

百年先を見据えた酒造り －酒蔵の県外移転－

• 酒造りには徹底した温度管理が必要だが，平均気温の上昇や暖冬続きにより，
創業地では，思うような酒造りが困難になっていた

• 北海道東川町の「公設民営型」制度を活用し，酒蔵を北海道へ移転

• 変わりつつある環境への適応とともに町おこしの効果も期待される

出典：気候変動適応情報プラットフォーム(A-PLAT) 三千櫻酒造株式会社「百年先を見据えた酒造り －酒蔵の県外移転－」
（ https://adaptation-platform.nies.go.jp/private_sector/database/riskmgmt/report_014.html ）

（左）創業地の岐阜県中津川市の三千櫻酒造（中・右）北海道東川町の新しい酒造施設（移転後）

⑥産業・経済活動



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

気候リスク管理の事例

50

カルビー株式会社 【製造業】

馬鈴しょ調達のリスクコントロール

• ポテトチップスの主原料である「生の馬鈴しょ」の主要産地の北海道が

2016年に台風に見舞われ、馬鈴しょ不足 ⇒いくつかの商品を休売

出典：気候変動適応情報プラットフォーム(A-PLAT)（https://adaptation-platform.nies.go.jp/private_sector/database/riskmgmt/index.html）
カルビー株式会社HP 「ステークホルダーへの価値提供―調達」 (https://www.calbee.co.jp/csr/value/procurement.php)

(右図)カルビー株式会社HP よくいただくご質問 (https://faq.calbee.co.jp/faq_detail.html?page=1&id=17)

主要な国内馬鈴しょ産地と収穫時期

質の高い馬鈴しょを
安定的に調達するために…

1. 北海道以外の国内産地の開発

2. 生産者への情報提供、労働軽減
の支援

3. 加工馬鈴しょへの転換の働きかけ

4. 病害虫に強く、保存に適した品種
の開発

①農業・林業
・水産業

⑥産業・
経済活動
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気候リスク管理の事例
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味の素株式会社 【製造業】

生産拠点での洪水・渇水対策

• 2011年タイ大洪水によって，現地の製造拠点が被災し自社生産が一時停止

• 進めている取組例：

✓ 全世界の工場のリスク評価

✓ 洪水対策として，重要設備を2階に設置したり，工場周壁のかさ上げ等

✓ 災害発生に伴うサプライチェーン分断時への備え

✓ 渇水対策として、貯水池を設置したり、取水口の位置を下げた

出典：気候変動適応情報プラットフォーム(A-PLAT) 味の素株式会社 -生産拠点での洪水・渇水対策–
(https://adaptation-platform.nies.go.jp/private_sector/database/riskmgmt/report_003.html）

AQUEDUCTによる各工場の水リスク評価の事例 渇水対策の取組事例（数週間にわたり操業可能な
貯水池の設置、取水口位置を下げた様子）

②水環境
・水資源

④自然災害
・沿岸域

⑥産業・
経済活動
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気候リスク管理の事例
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キーコーヒー株式会社 【製造業】

コーヒーの品種栽培試験への取り組み

• 2050年までに、コーヒー(アラビカ種)栽培に適した土地は、現在の50％にまで
縮小

• 国際的な研究機関「World Coffee Research」とともに、気候変動や病害
虫への耐性をもち、豊かな味わいも兼ね備えた、各国生産地ごとの最適品種を
発掘

出典：キーコーヒー株式会社 For Sustainable Coffee Production コーヒーの未来に向けて(https://www.keycoffee.co.jp/sustainable/)
(写真)気候変動適応情報プラットフォーム(A-PLAT)（https://adaptation-platform.nies.go.jp/private_sector/database/riskmgmt/index.html）

試験圃場の視察 試験圃場の様子 定期的に樹高、枝葉の長さを測定し、
生育状況を記録

①農業・林業・
水産業

⑥産業・
経済活動
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適応ビジネスの事例
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大塚製薬株式会社 【製造業】

自治体との連携協定を活かした熱中症対策

• 自治体とポスターを作成し、熱中症対策の啓発を行っている

• 自治体と協働で、地域に熱中症の情報を届ける体制構築を進めている：

✓ 熱中症対策アドバイザーの資格取得機会を学校保健師や部活動関係の
教諭に提供

✓ 校内放送用のCD音源や、教育現場で活用できる動画等コンテンツを提供

出典：気候変動適応情報プラットフォーム(A-PLAT) 大塚製薬株式会社 「自治体との連携協定を活かした熱中症対策」
(https://adaptation-platform.nies.go.jp/private_sector/database/opportunities/report_066.html）

自治体連携ポスター 「巣ごもり熱中症」情報の提供

⑤健康
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適応ビジネスの事例
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SOMPOホールディングス 【金融業、保険業】

地方自治体向け「防災・減災サービス」

• 地方自治体向けの「防災・減災費用保険」を開発

• 避難勧告発令後に予想通りに災害が到来しなかった場合でも、避難所の設置
や食品・生活必需品の給与など、避難勧告等を発令したことにより生じた
費用が補償される

⑥産業・経済活動

出典：気候変動適応情報プラットフォーム(A-PLAT) (https://adaptation-platform.nies.go.jp/private_sector/database/opportunities/index.html)
(図)SOMPOホールディングス - 地方自治体向けに業界初の「防災・減災サービス」を開発 – (https://www.sompo-hd.com/csr/action/community/content2/)

地方自治体向け「防災・減災サービス」
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CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

IPCC WGII AR6の見どころ＋⁉

① 観測された影響
✓気候変動影響は世界中ですでに顕在化している!?どこで何が生じているのか!?

✓【日本】影響が顕在化している!?

② 予測されるリスク
✓気候変動のリスクはどこで何がどの程度生じる⁉1.5℃を超えるとどうなってしまう!?

✓【日本】予測されている気候変動リスクは!?

③ 適応の推進
✓世界中で適応への取り組みが進んでいる⁉適応の効果は⁉

✓【日本】気候変動適応法、A-PLAT、気候変動影響評価報告書、気候変動適応計画
、適応の事例

④ レジリエントな開発
✓1.5℃を達成可能な開発とは⁉緩和と適応の統合とは⁉
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IPCC WGII AR5

56https://www.ipcc.ch/site/assets/uploads/2018/02/WGII_AR5_FigSPM-9.jpg
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IPCC 1.5SR

57https://www.ipcc.ch/site/assets/uploads/sites/2/2018/11/FAQ-5.2-e1547634737847.jpg
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対応能力・適応能力・変革能力・強じん性の関係

58出典： 肱岡靖明（2021）「気候変動への「適応」を考える: 不確実な未来への備え」丸善出版
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不適応（よくない適応）の例

59出典： 肱岡靖明（2021）「気候変動への「適応」を考える: 不確実な未来への備え」丸善出版
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対応能力の上限（しきい値）としきい値を引き上げる適応能力

60出典： 肱岡靖明（2021）「気候変動への「適応」を考える: 不確実な未来への備え」丸善出版



ご清聴ありがとうございました
「IPCC 第２作業部会 第６次評価報告書 特集ページ」
https://adaptation-platform.nies.go.jp/climate_change_adapt/ipcc/index.html

@APLAT_JP (EN) @ap_plat

気候変動適応情報プラットフォーム A-PLAT

CCCAが運営するTwitter, Facebook, Youtubeを是非ご覧ください！

A-PLAT更新情報, 独自のコンテンツ紹介, 職員の活動内容を随時発信しています

フォロー，いいね！などの応援を宜しくお願い致します。

@APLAT.JP

https://twitter.com/APLAT_JP
https://twitter.com/ap_plat
https://www.youtube.com/channel/UCYy-YwbZEFNwVpWDwr2zJew
https://www.facebook.com/APLAT.JP

